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1. はじめに
2009年 5月に施行される裁判員制度では，裁判員と

して適切な量刑を判断することが一般の国民に求められ
る．しかしながら，法的な知識を持たない一般の国民に
とって，犯罪行為の反社会性や悪質性，あるいは，犯人
への酌量などを判断することはできても，それらの判断
を量刑という客観的な値に対応付けることは困難であり，
妥当な量刑の見当をつけることすら容易ではない．それ
ゆえ，目安となる量刑の範囲や判断材料となるポイント
を示すことは裁判員にとって有益であると考えられる．
このような背景から，我々は裁判員の量刑判断を支援す
るシステムの構築を目指している [1][2]．
適切に量刑を判断するためには，事件の性質を正確に

把握し，関連する事件との類似性を広く考慮する必要が
あるものと考えられる．関連する事件を考慮するために
は，裁判員自身が，過去の判例など，法律関係の文書を
大量に読む必要がある．しかしながら，このような法律
関係の文書は，一般に専門用語が多く，文法や意味解釈
の点において，一般の国民にとっては，内容理解が困難
である場合が多い．本研究では，当該事件が与えられた
場合に，これと関連する事件を検索し，平均的な量刑を
推定し，その類似性とともに出力することとしている．
そのため，内容理解が困難である文書を対象とした場合
には，その提示方法に関しても，さまざまな工夫が必要
になると考えられる．
そこで，本研究では，関連する事件の考慮方法に関し

て焦点を絞り，一般の国民が内容を比較的理解しやすく，
かつ，大量のデータ入手が容易である新聞記事を対象と
している．類似性を広く考慮するために，関連する事件
の検索は必須である．判例文を対象として検索を行う研
究 [3][4]が行われているが，本研究では，関連する事件
を検索するだけでなく，これらと当該事件との類似度を
算出し，これに基づき当該事件の量刑を推定する．この
際，量刑の範囲や判断材料となるポイントを示すため，
事件の性質を表す素性の有無により，その平均量刑の差
も出力するものとしている．このようにして，本手法に
おいては，一般の国民が行う量刑の判断をサポートする
ことを目指している．
2. 量刑推定手法の概要
ユーザにより対象となる事件が入力されると，本手法

では，この入力された事件を基準とし，これと関連する
事件を新聞記事中より検索する．各事件の量刑を横軸，
類似度を縦軸とし，各事件を 2 次元座標上にプロット
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することを考える．お互いに関連性の強い，十分な数の
事件集合であれば，これは，平均的な量刑を中心として
正規分布状に事件がプロットされることが期待される．
よって，これに基づき，当該事件における平均的な量刑
を推定するものとしている．さらに，事件の性質を表す
素性を選択し，その有無により，平均量刑の差を提示す
ることにより，ユーザが行う量刑判断をサポートするこ
とを，本手法では目指している．
3. 処理過程
3.1 素性の抽出
対象となる事件は，自然言語文により入力される．こ

の自然言語文を解析し，これから素性を抽出する．ここ
では，素性として名詞単語に着目し，これを形態素解析
器「茶筌」[5]を利用して抽出するものとしている．な
お，複合名詞は事件の性質を判別する上で，重要な意味
を持つものと考えられる．よって，名詞単語の連続はす
べてつなげて，1つの素性として扱うこととした．
3.2 関連事件の検索
得られた素性情報をもとに，関連する事件を検索する．

ここでは，抽出したすべての複合名詞を用い，OR 検索
を行う．一般の国民が容易に利用できるよう，新聞記事
を対象として，事件の検索を行う．具体的には，新聞記
事コーパスとして毎日新聞コーパスを用い，検索には，
Hyper Estraier 1を利用する．
3.3 類似度の算出
検索された各事件について，基準となる入力事件との

関連性を求める．関連性は，各事件における素性ベクト
ルを用い，これらの類似度として算出する．
入力された対象となる事件に対して行った，素性の抽

出処理と同様に，検索された各事件記事において，すべ
ての素性を抽出する．それぞれの記事において，素性の
出現頻度に対して tf-idfによる重み付けを施す．そして，
これを各事件における素性ベクトルとし，基準となる事
件とのコサイン距離を計算する．このようにして，基準
となる事件と各事件との類似度を算出する．なお，類似
性が低い事件はその重要性も低いと考えられることから，
ここでは，類似度の値が 0.005未満のものは，推定量刑
算出の対象から除外している．
3.4 量刑の抽出
各事件記事から量刑を抽出する．ここでは，単純に「懲

役」をキーワードとして，この前後に出現する年月を量
刑として，抽出している．例えば，事件記事中の記述が
「懲役 15年を言い渡した」であれば量刑として「15.0」
を抽出し，「懲役 2年 6月の判決」であれば量刑として
「2.5」を抽出する．なお，無罪や無期懲役なども含め，こ
こでの量刑抽出に失敗したものは，その量刑を「0」と
し，推定量刑算出の対象から除外している．

1Hyper Estraier，http://hyperestraier.sourceforge.net/
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3.5 推定量刑の出力
求められた類似度と量刑に基づき，平均的な量刑を算

出し，これを推定量刑として，ユーザに提示する．さら
に，各素性の有無により，その平均量刑の差も出力する．
このようにして，類似事件の関連性を考慮して，当該
事件の推定量刑を出力し，さらに，素性の有無が量刑に
与える影響を提示することにより，ユーザが行う量刑判
断をサポートするシステムの実現を目指している．

4. 評価実験
本手法の有効性を確認するため，処理過程に基づいた

システムを作成し，評価実験を行った．
4.1 実験方法
検索対象となるデータには，毎日新聞 98年，99年の

事件記事を使用した．本システムの入力としては，事件
を表す自然言語文を想定しているので，これに相当する
ものとして，新聞記事コーパス中の事件記事本文をその
まま用いることとした．ここでは，「保険金殺人・詐欺」
事件に関する，ある 1つの事件記事を入力とした．これ
に対して，素性の有無が量刑に与える影響を確認するた
め，各素性の有無による，それぞれの事件集合において
量刑の平均値を求め，その差を評価した．なお，入力と
した事件における，実際の量刑は 15.0 であった．
4.2 実験結果および考察
各素性，当該素性が出現する記事数，当該素性が含ま

れる事件集合の平均量刑，当該素性が含まれない事件集
合の平均量刑，および，その差を評価した結果を表 1に
示す．入力記事に含まれる全素性 67個のうち，検索され
た記事数が多いものと少ないものから合計 7個を抜粋し
たものである．表 1から，素性「保険金目当て」や「事
故死」のように，事件を特徴づけ，重要と考えられる素
性については，その有無により，平均量刑の差が大きく
なっていることが分かる．このことから，重要性が高い
素性が量刑に大きな影響を与えていることが確認された．
また，これらの平均量刑の値は，他のものに比べて，実
際の量刑である 15.0 に近い値となっている．
素性「保険金目当て」を含む事件記事は 7件が検索さ

れていた．これらの平均量刑は 11.5 となっており，そ
の標準偏差の値は 6.8となっていた．実際に検索された
7件の事件記事を表 2に示す．検索された事件記事それ
ぞれにおける，入力した該当事件との類似度，検索され
た全事件記事中での順位，および，その量刑を表してい
る．上位 5位までの事件記事は，入力した当該事件と内
容的にも非常に類似したものであり，その量刑も実際の
量刑である 15.0に近い値となっている．しかしながら，
6位以下の事件記事は，内容的にも類似度が低く，その
量刑も 15.0 とは大きく離れた値となっている．このた
め，標準偏差の値も 6.8と大きな値となった．6位以下
の事件記事については，特に順位において，上位 5位ま
での事件記事とは，その差が大きいことが分かる．そこ
で，この差異を利用し，閾値を設けるなどして，下位の
データを排除することにより，平均量刑の値を実際の量
刑の値に近づけることができるものと考えられる．以上
のように，類似度の高い事件記事を対象として平均量刑
を算出することにより，高い精度での量刑推定を行える
可能性が示唆された．
5. おわりに
本稿では，裁判員として一般の国民が行う量刑判断を

支援するため，関連する事件を広く考慮して，当該事件
の推定量刑を出力するとともに，事件の性質を表す素性
の有無が量刑に与える影響を提示する手法を提案した．

表 1: 素性の有無による平均量刑の差

素性 記事数 有 無 差
判決 744 6.1 6.1 0.0
求刑 702 5.9 6.8 -0.9

東京地裁 314 5.2 6.6 -1.4
殺人 257 9.7 4.7 5.0

保険金目当て 7 11.5 6.1 5.4
事故死 6 10.1 6.1 4.0
不倫相手 4 8.8 6.1 2.7

表 2: 素性「保険金目当て」を含む事件記事

類似度 順位 量刑
記事 1 0.761 1 20.0
記事 2 0.076 17 15.0
記事 3 0.074 19 15.0
記事 4 0.047 61 13.0
記事 5 0.043 84 15.0
記事 6 0.033 144 1.5
記事 7 0.030 180 1.0

評価実験の結果，量刑に大きく影響を及ぼし，その重要
性が高いと考えられる素性については，その有無により，
平均量刑に大きな差が生じることが確認された．また，
類似度が高い事件記事を利用することにより，精度の高
い量刑推定を行える可能性が示唆された．
しかしながら，事件の性質などを考慮せず，純粋に量
刑推定のみを行うのであれば，ある事件集合に対して，
各種クラスタリング手法を適用するなどの方法も考えら
れる．そして，ここで得られた推定量刑を本手法におい
て利用することにより，さらに高い精度で関連する事件
を検索できる可能性がある．また，動機や計画性の有無
などのタグ情報を素性に付加することにより，さらなる
検索精度の向上を目指す予定である．
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